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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 3月 15日 (2007.3.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 従 来 の フ ラ イ ホ イ ー ル 組 立 体 に お い て 、 大 き な ト ル ク 伝 達 中 に 過 大 な 変 動 ト
ル ク が 入 力 さ れ る と 、 ド リ ブ ン プ レ ー ト の 突 起 部 と ス ラ イ ド ス ト ッ パ ー の 円 周 方 向 端 部 の
壁 と が ス ト ッ パ ー に 衝 突 し 、 ス ラ イ ド ス ト ッ パ ー に 異 常 が 発 生 す る お そ れ が あ る 。 ス ラ イ
ド ス ト ッ パ ー す る と 、 振 動 を 減 衰 で き な い た め に 他 の ト ル ク 伝 達 部 材 が 破 損
し 、 ひ い て は エ ン ジ ン の 動 力 を 伝 達 で き ず に 走 行 が 非 常 に 困 難 な 状 態 と な る お そ れ が あ る
。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 ス ラ イ ド ス ト ッ パ ー に が 発 生 し た 場 合 で あ っ て も 走 行 が 非 常 に 困
難 な 状 態 と な る こ と を 回 避 す る こ と に あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 別 の 課 題 は 、 ス ラ イ ド ス ト ッ
パ ー が 摩 耗 し た 場 合 に 、 運 転 者 に ス ラ イ ド ス ト ッ パ ー を 交 換 す べ き 旨 を 気 付 か せ る こ と に
あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の フ ラ イ ホ イ ー ル 組 立 体 で は 、 入 力 側 回 転 体 か ら 第 １ フ ラ イ ホ イ ー ル に 入 力 さ れ た 動

に 異 常 が 発 生

異 常



力 は 弾 性 連 結 機 構 を 介 し て 第 ２ フ ラ イ ホ イ ー ル に 伝 達 さ れ る 。 こ の と き 、 入 力 側 回 転 体 か
ら 入 力 さ れ た ト ル ク 変 動 は 粘 性 減 衰 部 に よ っ て 減 衰 さ れ る 。 こ こ で 、 部 材 の 摩 擦 な ど の 何
ら か の 原 因 に よ っ て 粘 性 減 衰 部 に 異 常 が 発 生 す る と 、 緊 急 用 連 結 手 段 が 作 動 し 、 異 常 発 生
報 知 さ れ る と と も に 、 入 力 側 回 転 体 か ら 入 力 さ れ た ト ル ク が 緊 急 用 連 結 手 段 に よ っ て 出 力
側 回 転 体 に 伝 達 さ れ る 。 こ の 装 置 で は 、 粘 性 減 衰 部 に 異 常 が 発 生 す る と 、 そ の 旨 が 運 転 者
に さ れ る 。 し た が っ て 、 走 行 が 非 常 に 困 難 に な る 前 に 対 処 す る こ と が 可 能 と な る 。 ま
た 、 仮 に 走 行 が 非 常 に 困 難 な 状 態 に な っ て も 、 緊 急 用 連 結 手 段 に よ っ て ト ル ク が 伝 達 さ れ
、 走 行 が 可 能 に な る 。
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